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から 2014 年度まで全国 4箇所で行われるスマート
グリッドの実証試験地域にも選ばれており、水素を
含めた総合的な地域エネルギーシステムの検証が行
われることになっている。
トピックス3 水素社会システムへの本格実証試験
　世界初の水素社会システムの実証プロジェクトが北九州市東田地区で開始された。製鉄所で副生し
た水素に都市ガス同様の付臭処理をして、街区に埋設した水素管を経由して家庭や民生施設に供給し、
民生エネルギーとして活用する。水素は、燃焼段階では CO2 を排出しない燃料ガスであるが、取り
扱いに慎重を要する。漏洩検知器を設置して遠隔監視する対策など様々な措置がとられており、一般
社会で水素が安全に利用可能であることを実証していくことがプロジェクトの意義である。同地区は
スマートグリッドの実証試験地域にも選ばれており、水素を含めた総合的な地域エネルギーシステム
の検証が行われる。
図表　「北九州水素タウン」のイメージ
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